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HOME SWAN　そのままホットサンド ハーフ
SSH-50

AC100V　50/60Hz
500W

幅165mm×奥行き225mm×高さ105mm
830g
1.4m

本体…フェノール樹脂
プレート…アルミダイキャスト（フッ素樹脂塗装）

ハンドル

通電ランプ(オレンジ色)

プレート

電源スイッチ

着脱レバー

着脱レバー

電源コード電源プラグ

本体

ロックレバー

ヒーター

遮熱板

プレートを取り外した状態

温度調節のため点い
たり消えたりします。
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●プレートを取り外す際は、十分に冷めていることを確認してください。
●プレートを取り外す順番は必ず上側のプレートを取り外してから、下側のプレートを
　取り外してください。転倒してやけどをする恐れがあります。

●プレートを取り付ける際はプレートと本体の間に、指をはさまないように注意してください。
●プレートを取り付ける順番は必ず下側のプレートを取り付けてから、上側のプレートを取り付けてくだ
さい。転倒するおそれがあります。
●プレートは確実に取り付けてください。
　取付が不十分な状態で、無理やりふたを閉めると破損するおそれがあります。

①プレートをおさえて着脱レバーを矢印の
　方向にスライドし、ロックを解除します。

①プレートの凸部を本体の凹部へ
　差し込みます。

②プレートを矢印の方向に引いて本体より
　取り外します。

下側のプレートを外す場
合も着脱レバーをスライ
ドし、ロックを解除して
から、プレートを本体よ
り取り外してください。

着脱レバー
プレート

プレート凸部

本体凹部

②本体をおさえながらプレートを
　矢印の方向にカチッと音がする
　まで押込み、取り付けます。

上側のプレートを取り付ける場合も、
本体をおさえながら取り付けてください。本体をおさえながら取り付けてくださ
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●あらかじめ用意したパンと具材をプレートにセットします。
　・食パンは、プレートの食パンセット部に収まるようにセットしてください。
　・具材は食パンの中心に置いてください。
　・食パンは 5～ 8枚切りの食パンを使用してください。

※食パンの厚さや具材の量によってはふたが閉じない可能性があります。
　ふたが閉じない場合は、無理に閉じようとせずに、具材の量を減らしてくだ
　さい。
　故障・破損の原因となります。

●食パンや具材をセットするときは、ふたが倒れてこないように注意してください。
　やけどやけがをするおそれがあります。

セット部
食パン

具材
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●電源スイッチを切り、コンセントから電源プラグを抜きます。
●ご使用ごとに必ずお手入れをおこなってください。
　お手入れをしないでおくと、こびり付きが焼き付いて取れにくくなります。
お手入れ方法は９ページの「お手入れ方法」を参考にしてください。

ハンドル
ロックレバー

●ふた側のハンドルを持って、箸などで具材をおさえながらふたを閉じてくだ
　さい。
●ロックレバーでロックしてください。
●調理時間は約 4～ 5分です。お好みの焼き時間で調節してください。

●本体やプレートが熱くなっています。
　ふたを閉じたり、ロックをするときはハンドルとロック
　レバーで操作してください。
　本体やプレートには触れないでください。

●焼き上がったホットサンドは木製の箸やヘラ、あるいは耐熱樹脂製のヘラや
　トングで取り出してください。
●連続して焼く場合は「2. パンと具材をセットする」から繰り返してください。

◎1回焼くごとにプレートのパン屑やかすをきれいにとってから、次のホット
　サンドを焼いてください。パン屑やかすを残したままでパンを焼くと、プレー
　トの損傷や焼きむら、こびり付きなど故障の原因になります。
◎金属製のヘラや箸・トングなどは、プレートの塗膜を傷めるため使わないで
　ください。
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●十分に冷めたことを確認してから取り外し洗ってください。
●こげつき等を落とす際はナイフ等を使用しないでください。
　熱湯に浸し、こげつき等を柔らかくしてから落としてください。
●裏面に汚れや水気等が付着していないことを確認して保管してください。
　本体にセットする際は十分に乾いたことを確認してください。
●毛先のやわらかいブラシなどで取れない場合は、割りばしの先などで取り除
　いてください。
　金属製のヘラや箸の使用はしないでください。
●ご使用後のお手入れをしないままにしておくと、残ったかす等が焦げとして
　こびりつき、プレートを傷めてうまく焼きあがらなくなりますので、必ずお
　手入れをしてください。

●食器用洗剤を含ませた布巾をかたく絞って拭き、洗剤が残らないように乾い
　た布で拭き取ってください。

こびり付きなどをそのまま放置しておくと、焼き付いて取れにくくなりますので、
ご使用ごとに必ずお手入れを行ってください。
◎必ず、コンセントから電源プラグを抜いてからお手入れをしてください。
◎シンナー・ベンジン・みがき粉・たわし・金属たわし・化学ぞうきんを使わない
　でください。表面を傷つけます。
◎本製品を丸洗いしたり、水に浸けないでください。
※本製品を収納する場合は十分に冷めたことを確認してから収納してください。



10




